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謝 名 堂 昌 信
 第8回,溶 質一溶質一溶媒相互作用に関する国際シ
ンポジウム(ISSSSI)は,約300人 の参加のもとに8月
9日 から4日 間,西 ドイツの古都 レーゲ ンスブルグで
開催された。 レーゲ ンスブルグは東バイエル ン地方に
ある人 口130,000人 の小都市で,か つて中世の ヨーロッ
パにおける経済,学 術,政 治の中心であ ったといわれ
るだけに,歴 史的重量感に充 ちた静かな古い町である。
シンポジウムは,そ の郊外にある比較的新 しい レーゲ




Section 1. Theories of liquids, solutions and melts
Section 2. Thermodynamic and transport proper-
 ties of liquid system.
Section 3. Spectroscopic. dielectric and kinetic in-
 vestigations on solute-solute and solute-solvent
 interactions
Section 4. Computer assisted methods in solution
 chemistry;data bases
Section 5. Modern technologies based on electrolyte
 solutions
Section 6. The physical chemistry of small carbo-
 hydrates
 筆者 が発表,聴 構,討 論 に加わ ったのは,Section 6
で, この Section は特 に The Royal Society of
Chemistry, Faraday Division, Industrial Chemistry
Groupの ス ポ ンサー シ ップ の下 で行なわれ た シ ンポ
ジ ゥムで,主 と してCambridge大 のFranks教 授 に
よ って 企画 され た もので あ った。 この セ クシ ョンを中
心 に シ ンポジ ウム の 概要 を 記 したい と思 う。 それ ぞ
れ違 う立場か ら14人 の演者 による溶液化学 につ いて の
plenary lectureが あ り,そ の中には東京工業 大学 の大
京都女子大学食物学科栄養学第3研 究室
瀧仁志 教授の非水 溶液 中にお ける金 属 イオ ンの溶 媒和
に関す る明快 な講演 も含 まれて いた。先 ず糖 の物理 化
学部 門で は,EFranks(Cambridge大)の低分子糖 水
溶液 の平 衡系 に関す る物理化 学 と題 す る講 演 の中で,
いわ ゆるHard sphere modelの 限界,コ ンピュータ
・シ ミュレー ションの有効性 と限界 が指摘 され る一 方,
Polydroxy compounds(PHCs)の 溶 液 中におけ る物理
化 学 的性質 は,溶 媒 和 に大 き く依存 す る ことが強調 さ
れた。例 えば,糖 水溶 液の過 剰熱 力学パ ラメータ に関
す る宮 嶋氏(京 大 ・薬)の デ ー タを 引用 して,エ ンタ
ル ピー/エ ン トロピー ・コンペ ンシェ シ ョンによ って,
水 溶液 中の糖 がみか け上理 想 的なふ るま いをす るこ と
な どを指摘 し,PHCs水 溶液 の性質 が複 雑で ある こと
が 強調 され た。
 さて,Section 6(糖 溶液 の物理 化学)は23の 講演(20
分)と8つ の ポスター発表 か らな り,そ の 内容は主 と
して,1Hnmrス ペク トルやMolecular dynamics simu-
lationに よ る水 溶液中の糖 の コ ンポ メー シ ョンに関す
る研究,糖 溶液 の過剰熱 力学関数 の測定,糖 のCH
基に基づ く疎 水性 に関す る研 究,少 し変 った ところで
糖 の甘 味の化 学 などであ った 。筆者 が と りわ け関心 を
も ったの は,R. L. Kay and J・Dadok(Carnegie-
Me110n大 ♪, F. Franks(Cambridge大), K・Watson
(Wateloo大)の 共 同研 究 によ るD20及 びPyridine-d5
中にお け る リビ トール,キ シ リ トールお よび アラ ビニ
トー ルの1Hnmrス ペ ク トルにつ いて の 報 告 で あ っ
た。要 す るに,彼 らの結論 は,こ れ らのPHCsの 結 晶
状 態で の コ ンホメー シ ョンと溶液 中でのそ れ とは全 く
ちが う ものであ るとい うことであ る。 この 結論 は,結
晶状態 での コ ンポメー シ ョンが溶液 中にお いて も概 ね
維持 され るとす る これまでの 多 くの研 究を 根底か らゆ
さぶ る ものであ る。事 実,筆 者 とと もに このセ クシ ョ
ンに加 わ った宮 嶋氏(京 大 ・薬)の 扁 平型 分子(単 糖,
肝汁酸)の 疎 水性 イ ンデ ックス に関す る研 究報告,並









































































































その時は ISSSSIではなく， International Conference 
on Solution Chemistry (ICSC)の名称の下で行な
われる ζ とになっている。 1972年に発足したとの
ISSSSIはこれまで非水溶液より水溶液の化学に片寄
り過ぎていたと言われる。そこで，溶液化学の分野を
より広くカバーするために， International Conference 
on Non-Aqueous Solutions (ICNAS)と合体し，ICSC
の名の下にその活動を継続するとのことである。従っ
て， 来年(1988年)スエーデンで開催される ICSC
は今回の ISSSSIよりも組織的にも参加者数において
もかなりスケールが大きくなるものと予想される。
筆者にとってこの国際シンポジウムへの出席は今回
が初めてであり，講演を聞きながら自分の力不足を自
覚する反面，現在筆者が興味を持っている「疎水性相
互作用」の問題を考えていく上で大変参考になるとと
を学びとったように思う。
